令和6年第1回定例会　賛成討論

令和六年第一回定例会　賛成討論

「創青会」の 舘山　善也 でございます。

議案第三号「令和六年度青森市一般会計予算」に賛成の立場から意見を述べさせていただきます。

　令和六年度当初予算案については、本定例会の冒頭、西市長から提案理由の説明があり、また、その内容については、予算特別委員会の質疑において詳細な説明を頂きました。
本市の財政環境は、高齢化の進展による医療・介護等の社会保障関連経費や公共施設の老朽化に伴う改修・更新、長期化する物価高騰の影響、令和八年に開催を控えた第八十回国民スポーツ大会など、様々な財政需要を抱えている状況にあります。

このような財政環境にありながら、西市長初めての当初予算となる令和六年度一般会計当初予算は、予算規模が過去三番目に大きい仕上がりとなりながらも、財源調整のための基金の取崩しが青森市財政プランの見込みよりも改善するとともに、一般会計における市債残高については、平成二十一年度約一千七百八十五億六千万円から令和六年度約一千百三十七億二千万円と約六百四十八億四千万円も減少しており、新市移行後、最少となるなど、徐々にではありますが、財政の健全化が図られてきているものと捉えております。

それでは、予算案の中身に目を移し、特徴的な事業について若干意見を申し上げたいと思います。
最初は、西市長が掲げた三つの柱の一つ目、「仕事をつくる」についてであります。
まずは、「油川地区の基地港湾整備」について、しごと創造会議における議論などを踏まえつつ、物流・人流・雇用の創出を目指して、洋上風力発電事業における風車の設置・メンテナンスを行うために必要な海洋再生可能エネルギー発電設備等拠点港湾、いわゆる基地港湾としての利用を想定した青森港の整備が国直轄事業として開始される見込みとのことであり、その費用の一部を県と本市が負担することとなります。
この事業は、ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）の観点から、また、本市の新たな雇用創出や市民所得の向上の面で大いに期待されるものであります。
次に、「ねぶたラッセランド整備手法等の検討」について、供用開始から約三十年が経過し、老朽化が著しいねぶたラッセランドの更新は、青森ねぶた運行団体協議会及びねぶた制作者一同の悲願であります。今般、青森ねぶた祭実行委員会と本市でラッセランドの更新に向けた具体的な調査・検討を行う費用が予算計上されたことは、非常に喜ばしいことであり、また、本会議の答弁においても「常設化について前向きに検討する」旨明言されたことから、本市最大の観光資源であるねぶた祭のより一層の発展・充実につながる取組であり、しっかりと進めていただきたいと思います。
次に、同じくねぶた祭に関連して、「（仮称）ねぶたロケーションシステム」について、青森市営バスが実施しているバスロケーションシステムを参考に、大型ねぶたや大太鼓の位置が公式ホームページで確認できるようになります。観客から運行中のねぶたの位置が知りたいとの声が寄せられたことが導入検討の契機だとのことであり、こうした市民や観光客の声を速やかに新たな取組につなげていく、西市長のスピード感を象徴する取組の一つであると高く評価いたします。
次に、西市長が掲げた三つの柱の二つ目、「人をまもり・そだてる」についてであります。
令和四年十月から開始した、市立小・中学校の児童生徒に提供する学校給食の無償化、これは多額の財政負担を要する施策でありますが、令和六年度もしっかりと継続していただけるとのことで安心しております。
先般、県から新たな子ども・子育て施策に係る交付金創設が発表されましたが、先行して学校給食費の無償化に取り組んでいた本市において、当該交付金を活用して新たな子ども・子育て支援策に取り組むためには、市の負担に係る財源確保が肝要であります。新たな取組に期待しつつ、財源確保の手法についても、しっかりと議論・検討していただきたいと思います。
次に、「不妊治療費助成や新生児聴覚検査」についてでありますが、どちらも、かねてより助成制度を求める声が挙げられてきたものであります。不妊治療の経済的負担の軽減や、先天性の聴覚障害を早期発見・早期療育につなげていくことなど、子どもを産み・育てる環境を少しずつ整えていくことが、本市の未来を育むことにもつながり、非常に有益な取組であると評価いたします。
次に、「エアコン・クーリングシェルターの設置」についてでありますが、昨年の第三回市議会定例会では、市議会各会派からの要望を受ける形で、小・中学校の職員室等へのエアコン設置を決断していただきました。
また、今回の当初予算の中では、その他公共施設におけるエアコン設置、そしてクーリングシェルターの設置に向けた取組を進めていただけるとのことです。
昨年の記録的猛暑を経験し、北国である本市においても夏場は市民の命を脅かされる状況にあることを踏まえ、市民を守る、という観点から、速やかにエアコン設置を拡大していただいたことは、正に「人をまもり・そだてる」との思いが強く込められた取組であると認識しております。
次に、西市長が掲げた三つの柱の最後、「まちをデザインする」についてであります。
まずは、「松原地区まちづくり推進事業」についてであります。
本市を代表する版画家、棟方志功画伯の思いが詰まったシンボル的存在であり、多くの市民からの存続を求める声がある棟方志功記念館の活用に向けた建物の現況調査を行うとのことであり、これからも県、財団と協力しながら、効果的な利活用の手法の検討を続けていただきたいと思います。
また、先日、松原地区におけるまちづくりビジョンの素案を取りまとめたところでありますので、ビジョンの策定及び松原地区活性化の取組についても、引き続き検討をよろしくお願いいたします。
次に、「青森・浪岡両地区におけるデマンド交通の実証実験」についてであります。
公共交通空白地区の解消、交通需要の小規模需要地域等における持続可能な交通手段として、また、物流・運送業者を取り巻くいわゆる「２０２４年問題」の救世主としても期待されるＡＩデマンド型交通の実証実験を、青森地区・浪岡地区それぞれで行うとのことであります。
新たな取組に係る実証実験は大いに評価すべきでありますが、現在の公共交通利用者の利便性を損なわないようにすること、また、利用者負担が過大にならないようにすることについては、十分配慮した上で、次なる取組につなげていただきたいと要望いたします。
最後に、その他の政策の中から「自治体ＤＸ推進事業」についてであります。
全国的に多くの自治体で導入が進んできた「書かない窓口」の運用が開始されるとのことであり、住民異動届、各種証明書交付等の申請書類の記載を一部省略化できるようになりますので、市民課などの窓口における市民の皆さんの負担が軽減されます。一度に全てを自動化するのは難しいとは思いますが、少しずつでも導入を進めていただいて、市役所での各種手続を快適に行える環境づくりを進めていただきたいと思います。
これまで、令和六年度当初予算における特徴的な取組をいくつかご紹介させていただきましたが、これらはいずれも、西市長が新たに取り組まれたものであり、市民からの提案をしっかりと形にする「市民力」、市のみならず、民間企業や各種団体と連携協力しながら政策を進める「民間力」、この二つの「力」を活用しながら、みんなで新たな青森市をつくっていこう、みんなで青森市の未来をそだてていこう、という市長の強い決意が込められた予算であると認識しており、新たな船出を迎えた本市にとって、申し分のない予算であると大いに評価いたします。
　しかしながら、言うまでもなく、地方自治体の発展は、健全な財政運営によって成り立つものでありますことから、各種政策を推進し、市勢発展に資するためにも、相応の財源を生み出す行財政改革を今まで以上に積極的、かつ、確実に実施するようお願いするとともに、市民の皆様が将来に希望を抱いて、この青森市で暮らし続けることが出来るよう、より一層、邁進いただくことを強く要望し、私の賛成討論といたします。
　議員各位のご理解とご賛同を賜りますようお願い申し上げる次第であります。

　ご静聴、誠にありがとうございました。
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